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 本小委員会は、令和３年６月１８日に玄海原子力発電所に関する諸課題などにつ

いての検討に際し、より機動的に活動することを目的として設置し、令和３年７月

８日から令和４年１２月１日まで、計１０回の小委員会を開催し協議を行ってまい

りました。 

 

唐津市と九州電力株式会社について、各会派から項目ごとに課題を出し合い、ま

ず唐津市の課題の整理に着手し、委員間での協議や執行部への質疑等を経て、令和

３年９月２１日に玄海原子力発電所対策特別委員会小委員会報告書（中間報告）と

して取りまとめを行いました。 

 

その後、小委員会報告書（中間報告）の７項目の課題のうち、状況が進展した項

目について執行部から説明を受けるとともに、過去にプルサーマルに係る特別委員

会から引き継いでおります「玄海原子力発電所の安全・安心の確保に係る項目の対

応状況」については、平成３０年３月以来、対応状況及び今後の方針について検証

がされていなかったため、執行部から対応状況及び今後の方針等について説明を受

け、執行部への質疑等を経て現状に合わせ整理を行いました。 

 

さらに、令和４年１１月２９日に玄海原子力発電所対策特別委員会小委員会報告

書（中間報告）の６項目の課題についても、「玄海原子力発電所の安全・安心の確保

に係る項目の対応状況」の中に課題等を盛り込み整理を行いました。  

 

 本小委員会のまとめとして、玄海原子力発電所対策特別委員会においては、今回

整理を行いました、「玄海原子力発電所の安全・安心の確保に係る項目の対応状況」

について、進捗状況を確認し、更なる対策の充実と課題解決に向け、執行部と議論

を深めていただくとともに、準立地自治体として玄海原子力発電所の諸問題につい

て、今後とも様々な角度から研究・検討を進め、活発な討議を行っていただきたい。 

以上、本小委員会における報告といたします。 
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